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早
春
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご

健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
校
は
昭
和
三
十
七
年
度
に
、
福
島
県

立
二
本
松
工
業
高
等
学
校
と
し
て
開
校
し

て
以
来
六
十
年
が
経
過
し
、
今
年
の
四
月

に
は
同
校
名
で
は
最
後
と
な
る
第
六
十
一

期
生
が
入
学
し
て
き
ま
す
。

　

同
窓
会
は
昭
和
三
十
九
年
度
、
第
一
期

生
八
十
八
名
の
卒
業
に
よ
り
発
足
し
、
今

年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
苦
労
さ
れ
た
第

五
十
八
期
生
百
十
八
名
が
、
め
で
た
く

卒
業
入
会
さ
れ
、
松
工
卒
業
生
総
数
は

一
万
二
千
八
十
九
名
と
な
り
ま
す
。

　

本
校
は
令
和
五
年
度
に
は
安
達
東
高
校

と
の
統
合
校
、
二
本
松
実
業
高
等
学
校
と

し
て
現
在
地
に
開
校
さ
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
大
変
な
時
期
で
す
が
、
今
年
の
十
一

月
五
日
・
六
日
に
、
創
立
六
十
周
年
記
念

行
事
と
し
て
、
式
典
と
く
ろ
が
ね
祭
を
開

催
す
る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

か
ら
日
程
を
調
整
さ
れ
、
ぜ
ひ
ご
参
集
く

だ
さ
い
。

　

本
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
物
心

両
面
に
わ
た
り
多
大
な
御
支
援
と
御
指
導

を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
陰
様
で
、
本
日
こ
こ
に
第
五
十
八
回

卒
業
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
新
た
に

百
十
八
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
ま
す
。

実
社
会
に
出
て
、
何
よ
り
も
頼
り
に
な
り

支
え
に
な
る
の
は
同
窓
生
の
皆
様
の
存
在

で
す
。
新
社
会
人
と
な
る
後
輩
た
ち
に
、

温
か
い
御
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
し
い
生
活
様
式
の
下
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を

徹
底
し
な
が
ら
、
徐
々
に
学
校
教
育
活
動

を
再
開
し
ま
し
た
。
日
々
の
授
業
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
各
種
行
事
、
資
格
取
得
、

部
活
動
大
会
な
ど
に
取
り
組
み
、
生
徒
の

頑
張
り
や
成
長
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

校
内
陸
上
競
技
大
会
や
校
内
球
技
大
会

で
は
、　
「
松
工
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
名
付

け
て
も
よ
い
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
と
な
り
、

学
校
や
ク
ラ
ス
が
一
つ
に
な
れ
た
行
事
で

し
た
。
修
学
旅
行
も
実
施
で
き
、
東
北
の

歴
史
・
文
化
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
友
情
を

深
め
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

が
あ
り
、
国
家
試
験
や
検
定
試
験
に
挑
戦

す
る
の
も
大
変
な
年
で
し
た
が
、
そ
の
中

で
も
後
輩
た
ち
は
、「
資
格
の
松
工
」
と
、

可
能
な
限
り
の
試
験
に
挑
戦
し
、
多
く
の

資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
指
導
さ
れ
た
先

生
方
、
資
格
を
取
得
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
の
同
窓
会
か
ら
の
激
励
金
は
、

カ
ヌ
ー
部
の
、
七
月
に
山
形
県
で
行
な
わ

れ
た
東
北
大
会
と
八
月
に
福
井
県
で
行
な

わ
れ
た
全
国
大
会
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
、

一
月
に
岩
手
県
で
行
な
わ
れ
た
第
五
十
回

全
国
高
等
学
校
選
抜
大
会
東
北
地
区
予
選

会
出
場
に
対
し
、
お
祝
い
と
更
な
る
躍
進

を
願
い
、
激
励
金
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

思
う
よ
う
に
会
合
も
開
け
な
い
状
態
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
活
動
に
皆
様
方

の
力
強
い
ご
指
導
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

皆
様
方
の
ご
活
躍
・
ご
健
勝
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

実
社
会
で
通
用
す
る
資
格
に
挑
戦
す
る

生
徒
も
増
え
、
国
家
技
能
検
定
三
級
（
旋
盤

作
業
）、
第
一
種
・
二
種
電
気
工
事
士
、
Ｉ

Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
、
二
級
土
木
施
工
管
理
技

士
補
を
取
得
し
て
ま
す
。
最
近
で
は
、
品

質
管
理
検
定（
Ｑ
Ｃ
検
定
）に
も
取
り
組
み
、

工
程
管
理
や
改
善
活
動
が
で
き
る
工
業
技

術
者
の
育
成
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
来
年
度
は
大
き
な
節
目
と
な
る

創
立
六
十
周
年
と
な
り
、
改
め
て
本
校
の

歴
史
の
重
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。
建
学
の

精
神
を
再
認
識
し
、
よ
り
一
層
地
域
か
ら

愛
さ
れ
る
学
校
を
目
指
し
ま
す
。「
も
の
づ

く
り
を
通
し
た
ひ
と
づ
く
り
」
を
掲
げ
、

生
徒
一
人
一
人
に
寄
り
添
い
、
生
徒
の
夢

の
実
現
に
向
け
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て

支
援
し
て
い
き
ま
す
。
統
合
後
も
、
こ
の

人
材
育
成
の
理
念
・
方
針
を
学
校
の
特
色

と
し
て
堅
持
し
な
が
ら
、
探
究
的
・
協
働
的
・

実
践
的
な
学
び
を
特
化
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
会
員
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の

御
活
躍
と
御
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

挨
拶
と
し
ま
す
。

同
窓
会
会
長
挨
拶

学

校

長

挨

拶

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
昭
和
二
十
三
年
、
現
在
地
、
二
本
松
市
竹
田
に
生
ま
れ
る
。

　
昭
和
四
十
年
度
、
二
本
松
工
業
高
校
機
械
科
卒
業
、
ク
ラ
ブ
活
動
は
計
算
尺
ク
ラ
ブ
。

　
昭
和
四
十
五
年
度
、
福
島
大
学
経
済
短
期
大
学
部
卒
業
。

　
昭
和
四
十
一
年
、
㈱
福
島
製
作
所
へ
入
社
、
昭
和
六
十
二
年
退
社
。

　
昭
和
六
十
二
年
、
日
特
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
へ
入
社
、
平
成
二
十
年
三
月
定
年
退
職
。

　
趣
味
は
、
旅
行
・
ダ
ン
ス
・
山
歩
き
等
。

　

定
年
退
職
後
、
健
康
維
持
と
地
域
活
性
化
の
た
め
、
趣
味
の
社
交
ダ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
（
ス
コ
テ
ッ
シ
ュ
カ
ン
ト
リ
ー
ダ
ン
ス
）
の
公
認
指
導
者
と
し
て
、
ダ
ン
ス
の
普
及
活

動
を
行
い
な
が
ら
、
町
内
会
・
交
通
安
全
指
導
隊
・
松
寿
会
等
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
い
、
現
在
に
至
る
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
会
津
美
里
町
出
身
、
専
門
は
工
業
（
化
学
・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
）。

　
趣
味
は
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
、
作
詞
・
作
曲
、
読
書
。

　
会
津
工
業
高
校
、
会
津
工
業
本
郷
分
校
（
定
時
制
）、
郡
山
北
工
業
高
校
、

　
喜
多
方
桐
桜
高
校
（
教
頭
）、
二
本
松
工
業
高
校
（
教
頭
）
に
勤
務
し
、

　
令
和
三
年
四
月
に
本
校
校
長
に
昇
任
し
、
現
在
に
至
る
。

丹
治
　
茂
雄

佐
藤
　
正
道
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こ
の
度
は
、
五
十
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

二
本
松
工
業
高
等
学
校
の
同
窓
会
へ
入
会
で

き
る
と
い
う
こ
と
に
、
心
よ
り
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

　

二
本
松
工
業
高
等
学
校
に
入
学
し
て
か
ら

の
日
々
は
思
い
出
深
く
も
、
あ
っ
と
い
う
間

の
三
年
間
で
し
た
。
入
学
し
た
当
時
は
、
ク

ラ
ス
に
馴
染
む
こ
と
が
で
き
る
か
不
安
で
し

た
が
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
優
し
く
接
し
て
く

れ
た
こ
と
も
あ
り
す
ぐ
に
馴
染
み
、
友
好
的

な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
行
事
を
成
功

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
定
期
考
査
や
資

格
対
策
、
就
職
、
進
学
先
の
情
報
共
有
な
ど

を
行
い
、
目
標
に
向
け
て
ク
ラ
ス
全
員
で
協

福島県行政書士会

書類作成のことならおまかせください

【相続関係・農地転用・各種申請書類作成】

行政書士秋山孝雄事務所

行政書士 （第６代松工同窓会会長／S39年機械科卒第１期生）

〒964-0936　二本松市諸越谷86番地１
TEL/FAX　0243-22-4737
e-mail：akiyama.2013@ae.auone-net.jp

秋山孝雄

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

新
会
員
の
こ
と
ば

三
年
二
組
　
鈴
木
　
日
向

過去5年間の資格検定試験年間取得数の推移

資格名 年度

平成 平成 平成 令和 令和

29
年度

30
年度

31
年度

２年度 ３年度

国
家
試
験

ガス溶接技能講習 41 39 37 35 29

ボイラー取扱技能講習 77 41 38 39 32

電気工事士
第１種 16 7 2 1 5
第２種 17 21 10 13 15

危険物取扱者

乙１類 1 3
乙２類 1 2
乙３類 1
乙４類 9 2 4 3 1
乙５類 1
乙６類 1 1
丙種

消防設備士 乙４類

土木施工技術者 ２級 8 10 23 23 31

車両系建設機械
運転技能者

小型車両 16 29 6 3 10
小型クレーン 6 25 8 17 4

フォークリフト 35 85 42 2 19
高所作業 3 14 2

締固用機械 6 17 1 4
玉掛け 10 41 7 4 4

工事担任者試験

総合種 1
ＤＤ１種 0 4
ＤＤ３種 13 7 15 7

技能士（機械加工 / 普通
旋盤）

２級 2
３級 5 1 3

IT パスポート 4 3

検
定
試
験

実用英語能力検定
準２級 1 1 0

３級 2 1 2 1 1

リスニング英語検定

１級 7 4

２級 20 4 37 5 30

３級 42 12 34 26 45

計算技術検定

１級 1

２級 1 1 1 1

３級 61 114 118 90 86

日本漢字能力検定

２級 1

準２級 1 1 4 5

３級 5 12 15 27 30

４級 11 58 18 10 28

５級 4

情報技術検定

１級

２級 6 4 11 15 3

３級 26 57 32 27 23

実用数学技能検定
準２級

３級 2 1 1

基礎製図検定 44 15 5 16 17

機械製図検定 26 32 25 25 32

測量技術検定
１級 24 35 32 38 25

２級 45 33 37 38 24

パソコン利用技術検
定

１級 2 1

２級 1 4 1 3 2

３級 61 57 63 60 53

合　　　計 655 784 641 536 572

生　徒　数 401 380 354 333 334

一人あたりの平均年間取得数 1.63 2.06 1.81 1.61 1.71 

力
し
な
が
ら
勉
学
に
励
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

私
は
三
年
間
を
充
実
さ
せ
て
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
の
は
学
校
全
体
の
サ
ポ
ー
ト
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
学
校
生
活
の

面
で
は
課
外
に
よ
る
勉
強
、
資
格
対
策
な
ど

を
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
学
校
行
事
の
設

営
を
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
こ
そ
学
校
生

活
を
円
滑
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

　

私
達
が
無
事
に
卒
業
式
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ
た
か

ら
で
す
。
こ
の
恩
を
返
す
と
い
う
意
味
で
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
先
で
日
々
精
進
し
、
社
会

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
皆
様
方
の
ご
指
導
を
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令和４年２月１日現在

saito.michitsugu
鉛筆

saito.michitsugu
テキストボックス
305

saito.michitsugu
鉛筆

saito.michitsugu
テキストボックス
1.88
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サ
ッ
カ
ー
部　

私
た
ち
サ
ッ
カ
ー
部

は
、
五
月
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
地
区
予
選
に
参
加

し
ま
し
た
。
結
果
は
敗

者
復
活
三
位
決
定
戦
で

勝
ち
、
県
大
会
へ
出
場

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
県
大
会
で
は
郡
山

高
校
と
戦
い
、
〇
対
一

で
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

次
に
、
八
月
か
ら
全

国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
福
島
県
予
選
に
参
加
し
ま
し
た
。
松
工
は

シ
ー
ド
枠
に
入
っ
て
い
た
の
で
二
回
戦
か
ら

の
参
加
に
な
り
、
あ
さ
か
開
成
に
四
対
〇
で

勝
利
し
、
続
く
三
回
戦
で
は
福
島
東
と
戦
い

〇
対
九
で
敗
れ
ま
し
た
。
強
豪
校
と
の
力
の

差
を
見
せ
つ
け
ら
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

四
月
か
ら
Ｆ
２
リ
ー
グ
に
参
加
し
十
八
試

合
の
戦
い
を
終
え
、
Ｆ
３
リ
ー
グ
降
格
と
い

う
残
念
な
結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

十
一
月
か
ら
新
人
戦
県
北
地
区
予
選
に
参

加
し
ま
し
た
。
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

勝
ち
進
ん
で
い
き
、
決
勝
戦
で
成
蹊
高
校
に

〇
対
五
で
敗
れ
は
し
た
も
の
の
二
位
で
県
大

会
出
場
と
な
り
ま
し
た
。
県
大
会
一
回
戦
で

は
福
島
西
と
戦
い
、
延
長
で
も
一
対
一
で
Ｐ

Ｋ
戦
で
決
着
を
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
三
対
四
で
惜
し
く
も
負
け
て
し
ま
い

と
て
も
悔
し
い
試
合
に
な
り
ま
し
た
。
松
工

サ
ッ
カ
ー
部
は
、
一
試
合
で
も
多
く
勝
ち
、

結
果
を
残
せ
る
よ
う
に
日
々
の
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

主
将　

遠
藤　

蒼
空

カ
ヌ
ー
部

「
輝
け
君
の
汗
と
涙
　
北
信
越
総
体
二
〇
二
一
」

  

カ
ヌ
ー
部
で
は
、
二
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
四
名
が
出

場
し
、
カ
ヤ
ッ
ク
、
カ
ナ

デ
ィ
ア
ン
種
目
で
準
決
勝

進
出
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
大
会
直
前
ま
で
本
当

に
開
催
で
き
る
の
か
不
安

は
あ
っ
た
も
の
の
、
久
し

ぶ
り
の
全
国
大
会
で
も
選

手
た
ち
は
、
臆
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
乗
せ
た
レ
ー
ス
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
特
に
三
年
生
二
名
に
と
っ
て
は
、
こ

れ
ま
で
に
は
な
い
特
別
な
思
い
を
抱
い
て
の

大
会
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
度
、誰
も
が
予
想
し
て
い
な
か
っ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

よ
り
、
休
校
や
部
活
動
の
活
動
制
限
等
、
大

き
な
戸
惑
い
と
不
安
を
覚
え
、
様
々
な
大
会

が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
大
会
や
世
界

大
会
に
出
場
し
、飛
躍
の
年
と
な
る
は
ず
だ
っ

た
先
輩
方
の
悔
し
い
背
中
を
目
の
当
た
り
に

し
、
そ
れ
で
も
仲
間
と
共
に
困
難
な
状
況
下

で
も
今
や
れ
る
こ
と
は
何
か
を
探
し
、
前
向

き
に
活
動
を
継
続
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
得

た
も
の
が
あ
っ
た
と
信
じ
て
い
ま
す
。
全
国

大
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
や
一
緒

に
練
習
し
て
き
た
仲
間
、
支
え
て
く
れ
て
い

る
家
族
へ
の
感
謝
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
感
じ
、

そ
れ
が
自
分
の
力
に
な
る
こ
と
を
実
感
で
き

た
貴
重
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
カ
ヌ
ー
部

は
、
更
な
る
高
み
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も

切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

栁
沼　

恵
子

輝
く
松
工
生
！！

●
令
和
三
年
度　
第
六
十
七
回
福
島
県
高
等
学
校　

　
体
育
大
会
サ
ッ
カ
ー
競
技　
県
大
会 

　
　

令
和
三
年
五
月
二
十
九
日
（
土
）
～

　

一
回
戦　

×　

〇

－

一　

郡
山 

●
第
百
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

　
福
島
県
大
会 

　
一
次
大
会　

八
月
二
十
八
日
（
土
）

　

二
次
大
会　

十
月
十
六
日
（
土
） 

　

一
次
大
会　

二
回
戦　

〇　

四

－

〇
　
あ
さ
か
開
成

　

二
次
大
会　

三
回
戦　

×　

〇

－

九　

福
島
東

●
令
和
三
年
度
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

　
県
大
会 

　

令
和
三
年
十
一
月
十
二
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　

十
一
月
十
五
日
（
月
） 

　

一
回
戦　

×　

一
－

一
（
P
K
三

－

四
）　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
島
西

●
高
円
宮
杯
J
F
A　

　

U

－
18
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
二
〇
二
一
福
島　
　

　
２
部
リ
ー
グ
（
F
２
） 

　

令
和
三
年
四
月
三
日
～
十
月
二
日

　

十
五
敗
三
分
（
勝
点
三
）
十
位　

F
３
降
格

●
第
六
十
七
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

　
カ
ヌ
ー
競
技 

　

令
和
三
年
六
月
六
日 

　

男
子
K

－

1　

一
位　

野
地　

寿

　

男
子
K

－

2　

一
位　

野
地　

寿
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
遼
大

　

男
子
C

－

1　

一
位　

水
木
智
也

　
　
　
　
　
　
　

  

二
位　

髙
橋　

昊

　

男
子
C

－

2　

一
位　

水
木
智
也
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋　

昊

●
令
和
三
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
カ
ヌ
ー
競
技 

　

令
和
三
年
八
月
十
八
日 

　

男
子
K

－

1　

準
決
勝
進
出

 
 

　
　
　

野
地　

寿

　

男
子
K

－

2　

準
決
勝
進
出

　

 

　
　

野
地　

寿
・
小
山
遼
大

　

男
子
C

－

1　

準
決
勝
進
出

 
 

　
　
　

水
木
智
也

　

男
子
C

－

2　

準
決
勝
進
出

　

 

　
　

水
木
智
也
・
髙
橋　

昊

●
令
和
三
年
度
第
二
十
九
回
福
島
県

　
高
等
学
校
新
人
カ
ヌ
ー
選
手
権
大
会 

　

令
和
三
年
九
月
五
日 

　

男
子
K

－

1　

二
位　

小
山
遼
大
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バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

私
た
ち
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
は
令
和

三
年
十
一
月
か
ら

始
ま
っ
た
新
人
戦

に
参
加
し
ま
し
た
。

地
区
予
選
で
は
、

男
子
学
校
対
抗
戦

で
優
勝
し
、
個
人

戦
で
は
男
子
ダ
ブ

ル
ス
優
勝
、
男
子

シ
ン
グ
ル
ス
優
勝

を
含
め
、
ダ
ブ
ル

ス
で
は
三
組
、
シ

ン
グ
ル
ス
で
は
三

名
が
県
大
会
へ
と

駒
を
進
め
ま
し
た
。

　

県
大
会
で
の
学

校
対
抗
戦
の
初
戦
は
、
若
松
商
業
高
校
と
対

戦
し
ま
し
た
。
初
戦
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

と
て
も
危
な
か
っ
た
の
で
す
が
先
に
三
セ
ッ

ト
と
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
一
番
の
山
場
で
あ
る
二
回
戦
目
、
こ
こ
に

勝
て
ば
ベ
ス
ト
四
以
上
が
確
定
す
る
場
面
で

対
戦
す
る
高
校
は
安
達
高
校
で
し
た
。
今
ま

で
私
た
ち
は
安
達
高
校
に
負
け
続
け
て
い
た

の
で
す
が
、
今
回
三
対
二
と
い
う
接
戦
の
末
、

勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
、
準
決
勝
ま
で
進
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
迎
え
た
相
手
は
帝
京

安
積
高
校
で
し
た
。
格
上
相
手
に
粘
り
強
く

噛
み
つ
き
ま
し
た
が
、
一
セ
ッ
ト
も
取
れ
ず

に
〇
対
三
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
代
表

決
定
戦
で
は
、
原
町
高
校
に
三
対
一
で
勝
ち
、

三
位
入
賞
と
さ
ら
に
東
北
大
会
へ
の
出
場
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

年
が
明
け
二
〇
二
二
年
と
な
り
、
一
月

二
〇
日
か
ら
岩
手
県
花
巻
市
で
全
国
高
等
学

校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
東
北
地
区
予
選

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
影
響
で
、
無
観
客
で
行
わ
れ
、
声
を
出
し

て
の
応
援
は
禁
止
と
さ
れ
拍
手
の
み
で
の
応

援
と
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
感
染
予
防
対

策
を
入
念
に
行
い
選
手
八
名
と
顧
問
二
名
で

参
加
し
ま
し
た
。
初
戦
は
岩
手
県
第
三
代
表

の
水
沢
第
一
高
校
と
戦
い
三
対
一
で
勝
ち
、

昨
年
の
目
標
だ
っ
た
「
東
北
大
会
で
一
勝
す

る
」
と
い
う
目
標
が
達
成
で
き
ま
し
た
。
二

回
戦
目
は
宮
城
県
第
一
代
表
の
聖
ウ
ル
ス
ラ

学
園
英
智
高
校
と
戦
い
〇
対
三
で
敗
れ
ま
し

た
。
格
上
の
相
手
と
戦
う
こ
と
で
全
体
の
課

題
点
や
個
人
で
の
改
善
点
が
新
た
に
出
て
き

て
と
て
も
良
い
、
次
へ
と
つ
な
が
る
経
験
と

な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
二
年
生
が
活
動
で
き
る
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
生
活
は
、
あ
と
半
年
ほ
ど
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
な
か
で
も
テ
ス
ト
や
検
定
な

ど
と
い
っ
た
学
問
に
も
、
力
を
注
が
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
考
え

な
が
ら
部
活
動
に
励
み
た
い
し
、
今
の
一
年

生
は
ほ
と
ん
ど
が
初
心
者
な
の
で
、
私
た
ち

が
教
え
ら
れ
る
こ
と
は
全
て
教
え
て
あ
げ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

文
武
両
道
を
目
指
し
な
が
ら
、
悔
い
が
残

ら
な
い
よ
う
に
今
ま
で
よ
り
も
一
層
練
習
に

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

二
年　

石
井　

政
人

　
東
北
大
会
出
場
者

　
　

二
年
一
組　

機
械
シ
ス
テ
ム
科　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
内　

雅
也 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

颯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

歩
夢

　
　

二
年
三
組　

都
市
シ
ス
テ
ム
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井　

政
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
間
健
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廣
瀬　

光
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遊
佐　

龍
世

　
　

一
年
一
組　

機
械
シ
ス
テ
ム
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
本　

真
矢

●
令
和
三
年
度
第
五
十
八
回
福
島
県
高
等
学
校

　
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技 

　

五
月
二
十
八
日
～
五
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
い
づ
総
合
体
育
館

　

男
子
K

－

1　

三
位　

大
津
加
悠
麻

　

男
子
C

－

1　

一
位　

髙
橋
一
真

　

男
子
C

－

1　

二
位　

髙
橋　

昊

　

男
子
学
校
対
抗
戦

　
　

一
回
戦　
　

三
対
〇　

磐
城
桜
が
丘

　
　

二
回
戦　
　

一
対
三　

会
津
工
業

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス
（
四
組
出
場
） 

　
　
　
　
　
　

　
　

ベ
ス
ト
８　

高
橋
歩
夢
・
佐
久
間
健
大

　
　

ベ
ス
ト
32　

大
内
雅
也
・
石
井
政
人

　
　

二
回
戦
敗
退　

　
　
　
　
　
　
　

安
田
京
平
・
佐
藤　

颯
、

　
　
　
　
　
　
　

斎
藤
颯
斗
・
菅
本
真
矢

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
五
名
出
場
）

　
　

ベ
ス
ト
32　

安
田
京
平
、
佐
久
間
健
大

　
　

一
～
二
回
戦
敗
退

　
　
　
　

高
橋
歩
夢
、
佐
藤
颯
、
大
内
雅
也

●
令
和
三
年
度
福
島
県
総
合
体
育
大
会

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技 

　

七
月
七
日
～
九
日

　
　
　
　
　
　
　

い
わ
き
市
総
合
体
育
館

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス
（
四
組
出
場
）

　
　

二
回
戦
敗
退

　
　
　
　
　
　
　

安
田
京
平
・
佐
藤　

颯
、

　
　
　
　
　
　
　

斎
藤
颯
斗
・
菅
本
真
矢

　
　
　
　
　
　
　

大
内
雅
也
・
石
井
政
人

　
　

三
回
戦
敗
退

　
　
　
　
　
　
　

高
橋
歩
夢
・
佐
久
間
健
大

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
五
名
出
場
）

　
　

二
回
戦
敗
退

　
　
　
　

安
田
京
平
、
高
橋
歩
夢
、
佐
藤
颯
、　　
　

　
　
　
　

大
内
雅
也
、
佐
久
間
健
大

●
令
和
三
年
度
第
五
十
八
回
福
島
県
高
等
学
校

　
新
人
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技 

　

十
二
月
十
日
～
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　

白
河
市
中
央
体
育
館

　

男
子
学
校
対
抗
戦

　
　

二
回
戦　
　

三
対
二　

若
松
商
業

　
　

三
回
戦　
　

三
対
二　

安
達

　
　

準
決
勝　
　

〇
対
三　

帝
京
安
積

　
　

シ
ー
ド
順
位
決
定
戦　

三
対
二　

原
町

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス
（
四
組
出
場
）

　
　

ベ
ス
ト
16　

高
橋
歩
夢
・
佐
久
間
健
大

　
　

ベ
ス
ト
16　

廣
瀬
光
義
・
遊
佐
龍
世

　
　

２
回
戦
敗
退　

　
　
　
　
　
　
　

大
内
雅
也
・
石
井
政
人
、

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

颯
・
菅
本
真
矢

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
四
名
出
場
）

　
　

ベ
ス
ト
16　

佐
久
間
健
大

　
　

一
～
二
回
戦
敗
退

　
　
　
　

高
橋
歩
夢
、
佐
藤
颯
、
大
内
雅
也

●
令
和
三
年
度
第
五
十
回
全
国
高
等
学
校

　
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
東
北
地
区
予
選
会 

　

一
月
二
十
日
～
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　

花
巻
市
総
合
体
育
館

　

男
子
学
校
対
抗
戦

　
　

一
回
戦　

三
対
一　

水
沢
第
一
高
等
学
校

　
　

二
回
戦　

〇
対
三　

　
　
　
　

 

聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
英
智
高
等
学
校
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卓
球
部

　

僕
た
ち
卓
球
部
は
十
二
名
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
夏
休
み
の
練
習
で
は
、
様
々
な
練
習
を
し
ま

し
た
。
朝
早
く
学
校
に
来
て
準
備
を
し
た
り
、
と

て
も
暑
い
中
声
を
出
し
た
り
、
試
合
形
式
の
練
習

を
す
る
な
ど
、
新
人
戦
に
向
け
て
準
備
を
し
ま
し

た
。
新
人
戦
県
北
大
会
で
は
、
男
子
学
校
対
抗
で

三
位
に
入
賞
し
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
成
績

は
二
本
松
工
業
高
等
学
校
卓
球
部
が
今
ま
で
に
収

め
た
こ
と
が
な
い
成
績
で
す
。
ま
た
、
シ
ン
グ
ル

ス
と
ダ
ブ
ル
ス
の
両
方
で
県
大
会
の
出
場
権
を
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

県
大
会
に
向
け
て
の
練
習
は
と
て
も
ハ
ー
ド
な

も
の
で
し
た
。
一
回
で
も
多
く
勝
て
る
よ
う
に
、

試
合
形
式
な
ど
の
実
践
的
な
練
習
を
し
た
り
、
練

習
試
合
を
数
多
く
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
試
合
で

の
戦
い
方
が
だ
い
ぶ
向
上
し
ま
し
た
。
新
人
戦
県

大
会
の
学
校
対
抗
で
は
、
清
陵
情
報
高
校
に
三
対

一
で
勝
利
し
、
初
戦
を
突
破
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
回
戦
で
は
平
工
業
高

校
に
二
対
三
で
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
結
果
は

ベ
ス
ト
十
六
で
し
た
。
ダ
ブ
ル
ス
で
は
、
初
戦
を

勝
ち
、
次
の
試
合
で
優
勝
し
た
帝
京
安
積
高
校
の

ペ
ア
に
敗
れ
ま
し
た
。
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
、
出

場
し
た
二
人
と
も
四
回
戦
ま
で
勝
ち
進
み
、
ベ

ス
ト
三
十
二
と
い
う
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
全
体
的
に
見
る
と
、
新
人
戦
県
大
会

は
、
悔
い
が
残
る
結
果
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
試
合
後
、
次
は
学
校
対
抗
戦
で
平
工
業
高
校

に
勝
つ
と
い
う
目
標
や
ダ
ブ
ル
ス
と
シ
ン
グ
ル
ス

で
負
け
た
帝
京
安
積
高
校
の
選
手
に
一
セ
ッ
ト
取

る
と
い
う
目
標
な
ど
、
新
た
な
目
標
を
設
定
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

二
本
松
工
業
高
校
の
卓
球
部
で
は
、
体
の
使
い

方
を
理
解
す
る
た
め
に
、
キ
ャ
ッ
ツ
ア
ン
ド
ド
ッ

ク
と
い
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

プ
ロ
選
手
の
動
き
を
参
考
に
し
た
り
、
卓
球
に
関

す
る
本
を
読
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
卓
球
の
理
論
を

理
解
し
た
う
え
で
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
質
の

高
い
練
習
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
技
術
向

上
だ
け
で
な
く
、
人
と
し
て
の
成
長
も
目
標
に
し

て
い
ま
す
。
練
習
の
準
備
を
で
き
る
限
り
早
く
す

る
こ
と
や
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
な
が
ら
片
付
け

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
と
し
て
成
長
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
経
験
を
積
む
た

め
に
た
く
さ
ん
練
習
試
合
を
行
っ
て
い
ま
す
。
来

年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け
て
、
今
ま
で
よ
り
も

練
習
に
力
を
入
れ
、
さ
ら
に
人
と
し
て
も
成
長
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
県
大
会
で
は
、
学
校
対
抗
ベ
ス
ト
八
、
個
人

戦
で
の
東
北
大
会
初
出
場
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

　
県
大
会
出
場
者

　
　

一
年
一
組　

機
械
シ
ス
テ
ム
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
吉　
　

章

　
　

一
年
二
組　

情
報
シ
ス
テ
ム
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
川　

雄
斗

野
球
部

　

私
た
ち
野
球
部

は
、
令
和
三
年
五

月
頃
に
行
わ
れ
た

春
季
東
北
地
区
高

等
学
校
野
球
選
手

権
福
島
大
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
県

北
地
区
予
選
大
会

で
は
、
一
回
戦
に

福
島
工
業
高
校
と

対
戦
し
一
対
〇
で

勝
利
し
ま
し
た
。

準
々
決
勝
で
は
保

原
高
校
と
対
戦
し

一
対
〇
で
勝
利
し

ま
し
た
。
準
決
勝

で
は
安
達
高
校
と

対
戦
し
七
対
四
で
勝
利
し
ま
し
た
。
決
勝
戦

で
は
、
聖
光
学
院
高
校
と
対
戦
し
敗
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
県
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
県
大

会
で
は
、
日
大
東
北
と
対
戦
し
〇
対
十
二
で

敗
れ
ま
し
た
。
県
大
会
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
、
県
大
会
で
一
勝
す

る
と
い
う
次
の
目
標
が
で
き
ま
し
た
。

　

夏
の
大
会
で
は
三
年
生
最
後
の
大
会
で
、

郡
山
北
工
業
高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
が
、
惜

し
く
も
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
三
年
生
の

叶
え
ら
れ
な
か
っ
た
夢
を
新
チ
ー
ム
で
叶
え

ら
れ
る
よ
う
日
々
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

三
年
生
が
引
退
し
間
も
な
く
、
秋
季
東
北

地
区
高
等
学
校
福
島
県
大
会
で
は
、
須
賀
川

桐
陽
高
校
と
対
戦
し
コ
ー
ル
ド
で
敗
れ
ま
し

た
。
新
チ
ー
ム
で
初
め
て
の
公
式
戦
で
悔
し

い
思
い
を
し
ま
し
た
。
そ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ

に
今
冬
の
練
習
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
春
、
夏
の
大
会
で
は
、
三
年
生
の

思
い
を
背
負
い
最
後
の
松
工
と
し
て
目
標
を

達
成
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。　

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

根
本　

朋
佳

鈴
木　

華
心

藤
井
ま
な
か

●
第
七
十
三
回
春
季
東
北
地
区
高
等
学
校

　
野
球
福
島
県
大
会 

　
　

令
和
三
年
五
月
十
五
日
（
土
） 

　

一
回
戦　

対
日
大
東
北
高
校

 

　

〇

－

十
二
で
敗
退

●
第
一
〇
三
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権

　
福
島
大
会 

　
　

令
和
三
年
七
月
十
日
（
土
） 

　

一
回
戦　

対
郡
山
北
工
業
高
校

 

　

〇

－

七
で
敗
退

●
第
七
十
三
回
秋
季
東
北
地
区
高
等
学
校

　
野
球
福
島
県
大
会 

　
　

令
和
三
年
九
月
十
九
日
（
日
） 

　

一
回
戦　

対
須
賀
川
桐
陽
高
校

 

　

〇

－

一
〇
で
敗
退

　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋　

直
希

　
　

一
年
三
組　

都
市
シ
ス
テ
ム
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
川　

俊
貴

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
倖
汰

　
　

二
年
一
組　

機
械
シ
ス
テ
ム
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
川　

良
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
村　
　

仁

　
　

二
年
二
組　

情
報
シ
ス
テ
ム
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
階
堂　

零

●
令
和
三
年
度
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

　
卓
球
競
技 

　

五
月
二
十
八
日
～
五
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　

猪
苗
代
町
総
合
体
育
館

　

男
子
学
校
対
抗　

　
　

一
回
戦　

〇　

三
対
一　

勿
来
工
業

　
　

二
回
戦　

×　

〇
対
三　

郡
山
商
業

　
　

ベ
ス
ト
16

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

 

　
　

髙
橋
瑞
樹　

三
回
戦
進
出

●
令
和
三
年
度
福
島
県
総
合
体
育
大
会

　
卓
球
競
技 

　

七
月
八
日
～
十
日　

押
切
川
公
園
体
育
館

　
　

少
年
男
子
個
人

 

　
　

片
吉　

章　

一
回
戦
敗
退

●
令
和
三
年
度
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

　
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
福
島
県
予
選 

　

九
月
十
八
日　

い
わ
き
市
立
総
合
体
育
館

　
　

男
子
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ン
グ
ル
ス

　
　

北
村　

仁　

四
回
戦
進
出　

ベ
ス
ト
32

　
　

片
吉　

章　

二
回
戦
進
出

●
令
和
三
年
度
福
島
県
高
等
学
校

　
新
人
体
育
大
会
卓
球
競
技 

　

十
一
月
十
九
日
～
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
賀
川
ア
リ
ー
ナ

　

男
子
学
校
対
抗

　
　

一
回
戦　

〇　

三
対
一　

清
陵
情
報

　
　

二
回
戦　

×　

二
対
三　

平
工
業

　
　

ベ
ス
ト
16

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

　
　

北
村
仁
・
片
吉
章
組　

三
回
戦
進
出

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　

北
村　

仁　

四
回
戦
進
出　

ベ
ス
ト
32

　
　

片
吉　

章　

四
回
戦
進
出　

ベ
ス
ト
32
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●
令
和
三
年
度
第
四
十
四
回
全
国
高
等
学
校

　
柔
道
選
手
権
福
島
県
大
会

　
　

令
和
三
年
度　

十
二
月
八
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
日
（
金
） 

　

無
差
別　

安
齋　

美
喜 

３　

位

剣
道
部

●
令
和
三
年
度
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

　
県
大
会

　
　

令
和
三
年
度
六
月
四
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
日
（
月
） 

　

男
子
団
体
戦
出
場　
（
一
回
戦
敗
退
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
県
大
会
出
場
無

●
令
和
三
年
度　
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技　
県
北
地
区
予
選

　
　

令
和
三
年
五
月
八
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　

五
月
十
一
日
（
火
） 

　
　

一
回
戦　

二
本
松
工
業

　
　
　
　
　
　

三
五

－

九
四　

福
島
東

　
　

県
大
会
出
場
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　

二
本
松
工
業

　
　
　
　
　
　

五
一

－

七
〇　

橘

●
令
和
三
年
度　
福
島
県
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会　
県
北
地
区
予
選

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
中
止

●
令
和
三
年
度　
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技　
県
北
地
区
予
選 

　
　

令
和
三
年
十
二
月
十
一
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　

十
二
月
十
二
日
（
日
）

　
　

一
回
戦　

二
本
松
工
業

　
　
　
　
　
　

四
二

－

一
〇
〇　

福
島
商
業　

　
　

県
大
会
出
場
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　

二
本
松
工
業

　
　
　
　
　
　

四
一

－

一
〇
一　

福
島

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

●
第
六
十
七
回
福
島
県
高
校
体
育
大
会

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

　
　

令
和
三
年
六
月
四
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　
　

六
月
五
日
（
土
） 

　

男
子
個
人
戦 

　
　

一
回
戦
敗
退

　
　
　
　
　
　

髙
橋
優
那
・
牛
坂
亮
太

　
　

一

－

二　

中
村
謙
斗
・
磯
目
晃
（
磐
城
）

　

男
子
団
体
戦 

　
　

一
回
戦
敗
退　

松
工　

一

－

二　

光
南

●
第
七
十
四
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
（
少
年
の
部
）

　
　
令
和
三
年
七
月
十
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　

七
月
十
一
日
（
日
） 

　

男
子
個
人
戦 

　
　

一
回
戦
敗
退　
　

橋
本
耀
太
・
大
石
海
斗

　
　
　
　

〇

－

四　
　

新
井
・
三
浦
（
学
法
石
川
）

●
令
和
三
年
度
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

　
　

令
和
三
年
十
一
月
五
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
六
日
（
土
）

　

男
子
個
人
戦 

　
　

二
回
戦
敗
退　

髙
橋
優
那
・
牛
坂
亮
太

　
　
〇

－

四　

根
本
・
佐
久
間
（
清
陵
情
報
）

　
　

二
回
戦
敗
退　

橋
本
耀
太
・
大
石
海
斗

　
　
〇

－

四　

鈴
木
・
小
島　
　
　

  （
白
河
）

　

男
子
団
体
戦 

　
　

一
回
戦
敗
退　

　
　
　
　
　

松
工　

一

－

二　

喜
多
方
桐
桜

陸
上
競
技
部

　
県
大
会
出
場
無

●
令
和
三
年
度
県
北
陸
上
競
技
協
会

　
春
季
記
録
会

　
　

令
和
三
年
四
月
二
十
四
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
五
日
（
日
）

　

男
子
一
〇
〇
ｍ　

　
　

間
島　

創
詩　

十
二
秒
五
八
（
S
V
）　

　
　

橋
本　

優
雅　

十
二
秒
五
三
（
S
V
）　　

　

男
子
二
〇
〇
ｍ　

　
　

間
島　

創
詩　

二
六
秒
四
〇
（
S
V
）

●
第
六
十
七
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

　
陸
上
競
技
大
会
県
北
地
区
予
選

　
　

令
和
三
年
五
月
八
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　

十
日
（
月
） 

　

男
子
一
〇
〇
ｍ
予
選

　
　

松
浦　

健
真　

十
二
秒
一
〇
（
P
V
）　

　
　

面
川　

翔
栄　

十
一
秒
八
二
（
S
V
）

　
　

安
田　

悠
護　

十
二
秒
二
四
（
S
V
）

　

男
子
二
〇
〇
ｍ
予
選　

　
　

安
田　

悠
護　

二
四
秒
八
二
（
P
V
）

　
　

橋
本　

優
雅　

二
五
秒
三
八
（
P
V
）

　

男
子
一
五
〇
〇
ｍ
予
選

　
　

星　
　

空
良　
五
分
〇
七
秒
四
五
（
S
V
）

　

男
子
四
×
一
〇
〇
ｍ

　
　

間
島
創
詩
・
面
川
翔
栄
・
橋
本
優
雅
・

　
　

松
浦
健
真　

四
六
秒
二
〇
（
P
V
） 

　

男
子
や
り
投　

　
　

星　
　

空
良　

二
三
ｍ
一
三
（
S
V
）

●
第
七
十
四
回
福
島
県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　
　

令
和
三
年
六
月
二
十
五
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
七
日
（
日
） 

　

男
子
一
〇
〇
ｍ
予
選　

　
　

佐
藤　
　

億　

一
四
秒
四
三
（
P
V
）

　

男
子
一
〇
〇
ｍ
準
決
勝　

　
　

栗
原　
　

福　

一
二
秒
三
七
（
P
V
）

　

男
子
四
〇
〇
ｍ
予
選

　
　

佐
藤　
　

億　
一
分
一
〇
秒
三
五
（
P
V
）　　
　

　
　

佐
藤　

流
星　

五
五
秒
七
四
（
P
V
）

　

男
子
走
幅
跳

　
　

栗
原　
　

福　

五
ｍ
二
一
（
S
V
）

●
第
六
十
一
回
福
島
県
高
等
学
校

　
新
人
陸
上
競
技
大
会
県
北
地
区
予
選

　
　

令
和
三
年
八
月
二
十
七
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
九
日
（
日
） 

　

男
子
一
〇
〇
ｍ
準
決
勝　

　
　

佐
藤　

流
星　

十
二
秒
三
二
（
P
V
）

　

男
子
八
〇
〇
予
選

　
　

吉
田　

春
嬉　
二
分
三
一
秒
七
二
（
P
V
）

　

男
子
一
五
〇
〇
ｍ
予
選

　
　

吉
田　

春
嬉　
五
分
〇
六
秒
五
一
（
P
V
）

柔
道
部

●
令
和
三
年
度
第
六
十
七
回
福
島
県

　
高
等
学
校
体
育
大
会
柔
道
競
技　
県
大
会

　
　

令
和
三
年
度　

六
月
五
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
日
（
月
）

　

男
子
団
体
戦　

ベ
ス
ト
16

　
　

60
㎏　

水
田　
　

秀　

ベ
ス
ト
16

　
　

73
㎏　

高
橋　
　

塊　

一
回
戦
敗
退

　
　

90
㎏　

三
浦　

隼
翔　

一
回
戦
敗
退

　
　

63
㎏　

安
齋　

美
喜　

ベ
ス
ト
８

●
令
和
三
年
度
第
七
十
四
回
福
島
県

　
総
合
体
育
大
会　
県
大
会

　
　

令
和
三
年
度
七
月
三
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　

～
四
日
（
日
） 

　

先
鋒
の
部　

水
田　
　

秀 

棄
権

　

副
将
の
部　

三
浦　

隼
翔 

一
回
戦
敗
退

　

中
堅
の
部　

安
齋　

美
喜 

棄
権

●
令
和
三
年
度
第
六
十
一
回
福
島
県

　
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会　
県
大
会

　
　

令
和
三
年
度
十
月
二
十
九
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
日
（
日
） 

　
　

60
㎏　

水
田　
　

秀 

二
回
戦
敗
退

　
　

90
㎏　

三
浦　

隼
翔 

一
回
戦
敗
退

　
　

70
㎏　

安
齋　

美
喜 

優　

勝
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同
窓
会

　
　
だ
よ
り

◆  
総
会
報
告  

◆

学
校
統
合
に
向
け
て

  

令
和
三
年
度
福
島
県
立
二
本
松
工
業
高
等

学
校
同
窓
会
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
二
本
松
工
業

高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
実
施
を

い
た
し
ま
し
た
。

　

議
事
は
、
第
一
号
議
案
令
和
二
年
度
事
業

報
告
、
第
二
号
議
案
令
和
二
年
度
決
算
報
告

並
び
に
会
計
監
査
報
告
、
第
三
号
議
案
令
和

三
年
度
事
業
計
画
（
案
）、
第
四
号
議
案
令
和

三
年
度
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
提
出
を
い
た

し
ま
し
た
。
ご
意
見
等
も
な
か
っ
た
た
め
当

該
提
出
議
案
は
す
べ
て
可
決
さ
れ
た
と
み
な

し
ま
し
た
。

　

次
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
の
実
施

方
法
で
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
見
据
え
な
が
ら

判
断
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
何
卒
御
理

解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■令和3年度　同窓会収支予算■■令和２年度　同窓会収支決算書■

収入の部収入の部

収入額合計　1,252,150 円
支出額合計　1,252,150 円

収入額合計　1,082,51 円
支出額合計　 606,372 円
繰　越　金　 476,140 円

支出の部
支出の部

科目 ２年度予算額 ３年度予算額 増減額 備　考
会　費 585,000 585,000 5,000  118 人× 5,000 円
入会金 196,000 186,000 ▲ 10,000  93 人× 2,000 円
雑収入 2 10 8 預金利息等
繰越金 301,508 476,140 174,632

計 1,082,510 1,252,150 169,640

科目 ２年度予算額 ２年度決算額 増減額 備　考
会　費 585,000 585,000 0 117 人× 5,000 円
入会金 196,000 196,000 0 98 人× 2,000 円
雑収入 2 4 2 預金利息等

入会金返金 0 0 0 退会０名× 2,000 円
繰越金 301,508 301,508 0

計 1,082,510 1,082,510 2

科目 ２年度予算額 3 年度予算額 増減額 備　考
 会議費 160,000 160,000 0 役員会､ 同窓会総会
 行事費 21,000 21,000 0 入会式
 通信費 50,000 50,000 0 ハガキ､ 切手
 会報費 150,000 200,000 50,000 会報発行
 慶弔費 10,000 10,000 0 香典、その他

 記念品費 130,000 130,000 0 卒業記念品
 後援費 120,000 120,000 0 激励金、広告
 事業費 200,000 200,000 0 会報発送等

 事業積立金 0 0 0 事業積立金
 事務費 80,000 80,000 0 データ入力費・事務用品

入会金返金 0 0 0
 予備費 161,510 281,150 119,640

計 1,082,510 1,252,150 169,640

科目 ２年度予算額 ２年度決算額 増減額 備　考
 会議費 160,000 20,252 139,748 役員会､ 同窓会総会
 行事費 21,000 0 21,000 入会式
 通信費 50,000 35,332 14,668 総会案内ハガキ等
 会報費 150,000 161,931 ▲ 11,931 会報発行 (3, 000 部）
 慶弔費 10,000 0 10,000 香典

 記念品費 130,000 128,505 1,495 卒業記念品（ホルダー）

 後援費 120,000 38,566 81,434 バドミントン激励金、
野球・サッカー広告費

 事業費 200,000 173,606 26,394 会報発送等 (1459 部）
 事業積立金 0 0 0  

 事務費 80,000 48,180 31,820 会員データ入力費・事務用品
 予備費 161,510 0 161,510

計 1,082,510 606,372 476,138
歳出予算科目に過不足が生じたときは、会長にはかり各科目間において流用することが出来る。

　

本
校
と
安
達
東
高
校
の
統
合
に
つ
い
て
現

況
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　

新
聞
等
に
よ
り
詳
細
な
報
道
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
本
年
四
月
の
入
学
生
が
最
後
の

松
工
生
と
な
り
、
来
年
四
月
（
令
和
五
年
）

に
は
「
二
本
松
実
業
高
校
」
一
期
生
が
誕
生

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

学
校
に
お
い
て
も
粛
々
と
、
ま
た
細
部
に

至
る
ま
で
慎
重
な
協
議
が
重
ね
ら
れ
て
い
る

状
況
で
す
。
同
窓
会
で
は
、
も
は
や
賛
否
の

議
論
調
整
の
時
期
を
過
ぎ
た
こ
と
を
深
く
認

識
し
、
安
達
東
高
校
同
窓
会
と
の
「
同
窓
会

の
一
本
化
」
を
図
る
べ
く
胸
襟
を
広
げ
協
議

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
六
十
周
年
の
本
校
は
一
万
一
千
人
の

卒
業
生
、
五
十
周
年
の
安
達
東
校
は
六
千
人

の
卒
業
生
。
誇
り
あ
る
両
校
同
窓
会
が
合
流

し
、
勢
い
倍
増
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
て
生

徒
を
学
校
を
、
温
か
く
強
力
に
支
援
し
て
い

け
る
よ
う
、
会
員
各
位
の
ご
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

副
会
長　

大
内
正
人
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■令和２年度　同窓会事業報告■ 令和２年度～令和３年度　
福島県立二本松工業高等学校
同窓会役員名簿

■令和3年度　同窓会事業計画■

期日 事業名 出席者 会場
R2.4.9（木） 第 58 回入学式 二本松工高
R2.5.13（水） 第１回三役・事務局合同会議 三役、事務局　　　　　　　14 名 二本松工高
R2.5.20（水） 同窓会会計監査 監事、事務局　　　　　　　5 名 二本松工高

６月 同窓会理事会　※ 1 書面による開催
７月 同窓会総会　※ 2 HP 掲載で開催

R3.1.12（火）

激励金贈呈式 会長 二本松工高（会議室）
〇バドミントン部 令和２年度 第 49 回全国高等学校選抜バドミントン大会東北地区予選
　（CNA アリーナ★あきた）令和３年１月 14 日（木）～ 17 日（日）
2-1 安田京平　伊藤　新　1-1 高橋歩夢　大内雅也　佐藤颯斗　斎藤颯斗　
1-3 石井政人　佐久間健大

1.18（木） 第１回会報委員会 事務局 二本松工高
2.17（水） 第２回会報委員会 会報委員、事務局　　6 名 二本松文化センター
2.26（金） 同窓会入会式（中止）、記念品贈呈 事務局 二本松工高

3.1（月） 同窓会会報第 20 号発行
3.1（月） 第 57 回卒業証書授与式　※ 3 会長 二本松市民会館

3.16（火） 第２回同窓会三役・事務局合同会議 三役・事務局 二本松文化センター

月 事　業 期　日 会場
令和 3 年４月 第 60 回入学式 令和３年４月９日（金） 二本松市民会館

　５月 同窓会監査（令和２年度） ４月 27 日（火） 二本松工高
第１回三役・事務局合同会議 ５月 11 日（火） 二本松工高

６月 同窓会理事会　※ 1 ６月下旬
７月 同窓会総会　※ 2 ７月下旬

12 月 第１回会報委員会 12 月上旬 二本松工高
令和 4 年１月 同窓会会則説明　、クラス幹事推薦依頼 令和 4 年１月下旬 二本松工高

２月

第２回会報委員会 ２月下旬 二本松工高
第２回同窓会三役・事務局合同会議 ２月上旬
個人情報保護説明・同意書配布 ２月下旬 二本松工高
第 58 回同窓会入会式 ２月 28 日（月） 二本松工高

３月
第 58 回卒業証書授与式 ３月１日（火） 二本松工高
同窓会会報第 21 号発行 ３月１日（火）
役員選考委員会 ３月中旬

※　　激励金贈呈式　　随時　
※１　新型コロナ感染症拡大防止により、書面決議を実施
※ 2　新型コロナ感染症拡大防止により、本校ホームページ掲載による開催 歴代会長

会報委員会

役員選考委員会

事務局

※ 1　新型コロナ感染症拡大防止により、書面決議を実施
※ 2　新型コロナ感染症拡大防止により、本校ホームページ掲載による開催
※ 3　新型コロナ感染症拡大防止により、会長のみ出席

会　　長 丹治　茂雄 S40　機械
副 会 長 大内　正人 S44　電気

〃 菊地　清義 S44　電気
〃 小形　義元 S48　土木
〃 高橋　　薫 S49　機械
〃 山川　博徳 S55　土木
〃 鈴木　新栄 S57　機械

会　　計 小沢源太郎 S60　土木
〃 小林　龍一 機械システム

監　　事 安斎　邦衛 S54　機械
〃 鈴木　朝裕 S57　土木
〃 金子　智弘 S60　土木

事務局長 佐藤　秀幸 都市システム
事務局次長 高橋　周平 H  5　電子

〃 佐々木英雄 情報システム
理　　事 齋藤　喜市 S41　土木

〃 星　　　光 S42　機械
〃 杉内　洋介 S43　機械
〃 菅野　和夫 S44　機械
〃 尾形　巳芳 S47　電気
〃 本田　　正 S47　土木
〃 熊谷　勝則 S49　土木
〃 鴫原　　彰 S49　機械
〃 高橋　道夫 S53　機械
〃 茂木　安久 S55　機械
〃 加藤　高洋 S59　土木
〃 石川　正功 S60　電気
〃 斎藤　龍一 H  5　電子
〃 佐藤　幸好 H  9　土木
〃 菅野　雅利 H  9　土木
〃 石川　清徳 H10　土木
〃 二階堂卓也 H12　機械
〃 菅野　健太 H12　機械
〃 安齋　秀輝 H12　土木
〃 鴫原　望美 H15　デザイン
〃 斎藤　美奈 H15　デザイン

S41 ～ S44 鈴木　清治 S39　電気
S45 ～ H11 阿相　利和 S39　機械
H12 ～ H15 佐藤　昭次 S41　土木
H16 ～ H19 菅野　吉三 S42　機械
H20 ～ H25 佐藤　忠司 S40　土木
H26 ～ H29 秋山　孝雄 S39　機械
H30 ～ 丹治　茂雄 S40　機械

会報委員長 高橋　　薫
副委員長 鈴木　朝裕
委　　員 大内　正人
委　　員 高橋　道夫
委　　員 石川　清徳
委　　員 菅野　健太
委　　員 鴫原　望美
委　　員 斎藤　美奈
委　　員 齋藤　倫紹（事務局）
委　　員 佐々木英雄（事務局）

選考委員長 山川　博徳
副委員長 菊地　清義
委　　員 齋藤　喜市
委　　員 小形　義元
委　　員 鈴木　新栄
委　　員 髙橋　周平
委　　員 佐藤　秀幸（事務局）
委　　員 山口　真二（事務局）
委　　員 鈴木　正美（事務局）

事務局長 佐藤　秀幸 都市システム
事務局次長 佐々木英雄 情報システム
事 務 局 山口　真二 機械システム
事 務 局 齋藤　倫紹 情報システム
事 務 局 小林　龍一 機械システム
事 務 局 鈴木　正美 都市システム
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令和３年度　進路内定状況　　　　　
学科・クラス 生徒数 

（うち女子数）
就　職 進　学

未定
県 内 県 外 公務員 縁故自営 大 学 短期大学 専修学校等

機械システム科１組 39 （0） 34 （0） 1 （0） 0 （0） 0 （0） 0 （0） 0 （0） 4 （0） 0 （0）
情報システム科２組 39 （12） 20 （6） 6 （3） 1 （0） 0 （0） 4 （0） 0 （0） 7 （3） 1 （0）
都市システム科３組 40 （0） 23 （0） 3 （0） 2 （0） 1 （0） 4 （0） 1 （0） 5 （0） 1 （0）

合　　計 118 （12） 77 （6） 10 （3） 3 （0） 1 （0） 8 （0） 1 （0） 16 （3） 2 （0）
計 91（９） 25（３） ２（０）

進路別率 77.1％ 21.2％ 1.7%

令和４年2月 15日現在

就職　【県内】
（株）IHI 物流産業システム 天昇電気工業（株）福島工場

アズビル金門エナジープロダクツ（株）白沢工場 （株）デンソー福島
（株）アドバンス 東部ガス（株）福島支社

（有）飯田製作所福島第二工場 東北センコー運輸（株）福島営業所
石橋建設工業（株） （株）東北電設

（株）エイチワン郡山製作所 （株）東北村田製作所郡山事業所
AGC エレクトロニクス（株） 東レプラスチック精工（株）郡山工場

NOK エラストマー（株）東北事業所 日東紡績（株）福島工場
（株）尾形土建 （株）日東紡テクノ

（株）小野工業所 NITTOKU（株）
川名建設工業（株） ニプロファーマ（株）鏡石工場
菅野建設工業（株） （株）日本デジタル研究所

北芝電機（株） 二本松 NOK（株）
光栄電気通信工業（株） （株）日本理化エナジーシステムズ福島事業所

小林ガス（株） ノオコー建設（株）
（株）小松製作所生産本部郡山工場 （株）野地組

（株）佐藤製作所福島工場 福島キヤノン（株）
（株）山王東北事業部 福島建機（株）

三立土建（株） 福島サンケン（株）
（株）菅澤建設 （株）福島芝浦電子
（株）菅野土建 福島プラスチックス（株）
（株）須南電設 富士ダイス（株）郡山製造所

住化アグロ製造（株） 藤田建設工業（株）
大宝建設（株） 前澤給装工業（株）福島工場

（株）タカギセイコー東北工場 （株）丸忠建設工業
（株）髙橋設備工業所 マレリ福島（株）

（株）田口型範二本松工場 （株）ヤクルト本社福島工場
（株）チバコー 安斎建築

テクノメタル（株）

大学・短大
会津大学コンピュータ理工学部 コンピュータ理工学科 日本大学工学部電気電子工学科

東北工業大学工学部都市マネジメント学科 日本大学工学部情報工学科
日本工業大学建築学部建築学科生活環境デザインコース 福島学院大学短期大学部保育学科

日本大学工学部土木工学科

専修学校等
ケイセンビジネス公務員カレッジ行政マネジメント科 国際情報工科自動車大学校自動車車体工学科

郡山健康科学専門学校理学療法学科 国際情報工科自動車大学校ゲームソフト開発科
郡山健康科学専門学校作業療法学科 宮城県立白石高等技術専門校プログラムエンジニア科

国際ビューティ＆フード大学校美容学科 山形工科短期大学校居住システム系住居環境科
国際ビューティ＆フード大学校トータルビューティ学科 福島県立テクノアカデミー郡山職業能力開発校建築科
国際情報工科自動車大学校自動車工学科 福島県立テクノアカデミー浜職業能力開発校自動車整備科

就職　【県外】
アイリスオーヤマ（株） 日本貨物鉄道（株）東北支社

（株）成城石井 富士ソフト（株）
（一財）東北電気保安協会 向井建設（株）

七海建設（株） 山崎製パン（株）
日清製粉（株）鶴見工場 （株）ワイテック

公務員
県職員 ( 電気職 ) 自衛隊（自衛官候補生）
県職員 ( 土木職 )

課題研究発表会校内スポーツ大会（松工オリンピック）

バスケットボールバスケットボールソフトボールソフトボール

バレーボールバレーボール卓球卓球
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し
た
。
決
し
て
、
順
風
満
帆
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
重
圧
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に

な
っ
た
時
、
松
工
の
卒
業
の
先
輩
や
同
級
生

に
色
ん
な
場
面
で
助
け
て
頂
き
ま
し
た
。
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

二
本
松
工
業
高
校
と
い
う
場
所
は
、
自
分

に
と
っ
て
基
礎
で
あ
り
土
台
を
作
っ
て
く
れ

た
所
で
心
の
支
え
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。「
出

来
そ
こ
な
い
」
と
言
わ
れ
た
私
で
す
が
、
今
、

社
長
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
道
半
ば
で
は
あ
り
ま
す
が
二

本
松
工
業
高
等
学
校
卒
業
生
と
し
て
誇
り
を

も
っ
て
、
日
々
精
進
し
て
行
き
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

◇
昭
和
五
十
八
年
度

　

土
木
科
卒
業
（
第
二
十
期
生
）

◇
平
成
十
四
年

　

 

有
限
会
社
安
達
鉄
筋
工
業

　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役
就
任

「
出
来
そ
こ
な
い
」
の
私
が

　
　
　
　
　
　
今
「
社
長
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
限
会
社
安
達
鉄
筋
工
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
役

伊
藤
　
裕
一

　

私
の
高
校
時
代
の
私
生
活
を
思
い
出
す
と

後
輩
の
皆
様
に
自
慢
で
き
る
事
は
少
な
い
で

す
。
現
在
五
十
六
歳
！ 

昭
和
五
十
六
年
四
月

に
、
二
本
松
市
立
第
一
中
学
校
か
ら
松
工
土

木
科
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

卒
業
し
て
か
ら
、
早
い
も
の
で
三
十
九
年

に
な
り
、
間
も
な
く
四
十
年
で
す
。
当
時
の

私
は
、
短
ラ
ン
・
ボ
ン
タ
ン
い
と
う
服
装
で
、

先
生
方
に
は
困
ら
せ
る
事
を
し
、
今
思
い
出

す
と
反
省
す
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。
親
や
周

囲
の
人
か
ら
は
「
出
来
そ
こ
な
い
」
と
言
わ

れ
て
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
で
し
た
が
、
先
生
と
級
友
に
は

恵
ま
れ
て
い
て
、
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
部
し
て

お
り
、
キ
ャ
プ
テ
ン
も
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
当
時
測
量
の
実
習
が
楽
し
く
、
文
化

セ
ン
タ
ー
か
ら
お
城
山
ま
で
の
測
量
が
、
印

象
深
く
良
い
思
い
出
で
す
。

　

卒
業
後
は
、
測
量
会
社
に
就
職
を
し
ま
し

た
。
二
十
一
歳
の
時
に
結
婚
を
し
、
こ
の
結

婚
が
自
分
に
と
っ
て
人
生
の
転
機
と
な
っ
た

の
で
す
。
妻
の
父
親
が
経
営
す
る
鉄
筋
業
を

継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
畑
違
い
の
仕
事

で
し
た
が
、
懸
命
に
向
き
合
い
必
要
な
資
格

を
取
得
し
、
鉄
筋
施
工
技
能
士
の
一
級
技
能

士
を
取
得
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て

二
十
年
前
三
十
六
歳
の
時
に
社
長
と
な
り
ま

「
色
々
な
経
験
は
財
産
に
な
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
株
）
東
北
村
田
製
作
所

国
分
　
久
幸

　

一
九
九
八
年
に
当
時
の
電
気
科
を
卒
業
し

て
二
十
四
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
思
い
返
す

と
在
学
中
は
部
活
漬
け
の
毎
日
で
し
た
。
高

校
に
は
部
活
を
す
る
為
に
通
っ
て
い
た
と

い
っ
て
も
良
い
ぐ
ら
い
で
す
。　

サ
ッ
カ
ー

部
に
所
属
し
楽
し
い
こ
と
も
辛
い
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
良
い
思
い
出

と
な
っ
て
い
ま
す
し
、
投
げ
出
さ
ず
に
や
り

切
っ
た
こ
と
が
今
に
繋
が
る
所
も
あ
り
ま
す
。

　

高
校
卒
業
後
は
旧
ソ
ニ
ー
エ
ナ
ジ
ー
デ
バ

イ
ス
へ
就
職
（
現
在
の
東
北
村
田
製
作
所
）

し
て
、
ド
ア
ホ
ン
、
テ
レ
ビ
の
部
品
、
電
池

の
製
造
と
色
々
な
製
造
現
場
を
経
験
し
て
き

ま
し
た
。
国
内
・
国
外
の
事
業
所
へ
出
張
す

る
機
会
も
あ
り
、
海
外
の
社
員
と
も
交
流
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
に
恵
ま
れ
良
い
経
験

を
さ
せ
て
貰
っ
て
い
ま
す
。
海
外
事
業
所
で

は
そ
こ
の
サ
ッ
カ
ー
試
合
に
も
参
加
さ
せ
て

も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
会
社
を
選
択
し
た
き
っ
か
け
は
本
当

に
些
細
な
理
由
で
、
世
界
の
ソ
ニ
ー
だ
か
ら

で
し
た
。
と
は
言
え
始
め
の
一
年
は
右
も
左

も
知
ら
な
い
若
造
な
の
で
諸
先
輩
方
に
ご
指

導
頂
き
、
仕
事
の
こ
な
し
か
た
な
ど
を
学
び
、

つ
い
て
い
く
の
が
や
っ
と
で
、
毎
日
が
あ
っ

と
い
う
間
で
し
た
。
二
年
目
に
よ
う
や
く
慣

れ
た
と
こ
ろ
で
部
署
の
移
動
（
仕
事
の
変
更
）

で
埼
玉
や
岐
阜
・
岩
手
と
他
事
業
所
へ
出
張

と
い
う
名
目
の
製
造
現
場
応
援
に
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
時
は
数
か
月
単
位
だ
っ
た
の
で
、
他

地
域
の
方
々
と
の
交
流
も
あ
り
、
地
域
が
変

わ
る
と
人
の
考
え
な
ん
か
も
変
化
し
て
、色
々

な
考
え
方
が
あ
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

就
職
し
た
か
ら
勉
強
す
る
こ
と
が
無
い
わ
け

で
は
な
く
、
毎
日
が
学
ぶ
事
が
多
く
な
り
ま

す
。

　

そ
の
中
で
も
人
と
の
繋
が
り
や
関
わ
り
か

ら
得
た
経
験
は
貴
重
な
財
産
で
す
。
社
会
人

に
な
る
と
職
場
や
学
校
だ
け
で
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
面
で
人
と
の
関
わ
り
が
増
え
て
き
ま

す
。
当
然
、
嫌
な
思
い
も
あ
り
ま
す
が
、
恐

れ
ず
、
逃
げ
出
さ
ず
に
ひ
と
つ
一
つ
と
向
き

合
っ
て
良
き
人
間
関
係
を
構
築
し
て
下
さ
い
。

　

学
生
時
代
の
も
の
さ
し
が
社
会
で
は
通
用

し
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
上
手
く
い

か
な
い
理
由
を
人
に
向
け
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
は
自
分
に
向
け
て
み
て
良
く
考
え
て
行

動
す
る
こ
と
が
大
事
に
な
り
ま
す
。
ど
れ
だ

け
関
わ
り
自
分
の
経
験
と
し
て
、
良
い
関
係

を
作
れ
た
か
で
毎
日
の
満
足
度
合
も
変
わ
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
色
々
な
方
と
ふ
れ
あ
い
、
多
彩

な
経
験
を
し
て
下
さ
い
。
そ
れ
ら
す
べ
て
が

こ
れ
か
ら
の
自
分
に
と
っ
て
の
貴
重
な
財
産

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
私
の
経
験
か
ら
の
一
言
と
し
て
、

「
や
ら
ず
し
て
後
悔
す
る
な
ら
や
っ
て
後
悔
し

て
く
だ
さ
い
。」
特
に
失
敗
し
た
経
験
は
自
身

に
大
き
な
成
長
と
貴
重
な
財
産
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
生
活
が
よ
り
良
く
、
充
実
し

た
物
に
な
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

◇
出
身　

本
宮
市
（
旧
白
沢
）

◇
趣
味　
サ
ッ
カ
ー
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
キ
ャ
ン
プ

◇
在
学
中
の
部
活　

サ
ッ
カ
ー
部

同
窓
生
コ
ラ
ム
リ
レ
ー
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編
集
後
記 …
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…
激励金贈呈

カヌー部
● 全国高等学校総合体育大会カヌー競技 ● 全国高等学校選抜バドミントン大会東北地区予選会

（情報S）
電気工事

（機械S）
施盤

バドミントン部

ものづくり
コンテスト

（都市S）測量

　
第
二
十
一
号
同
窓
会
会
報
発
行
に
あ
た

り
執
筆
・
記
事
を
寄
せ
て
下
さ
っ
た
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
同
窓
生
コ
ラ
ム

リ
レ
ー
に
電
気
科
卒
の
国
分
さ
ん
・
土
木

科
卒
の
伊
藤
さ
ん
に
投
稿
頂
き
ま
し
た
。

多
忙
の
と
こ
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
広
告
掲
載
を
頂
い
た
各
企
業
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
陰
様
で

紙
面
を
昨
年
の
八
頁
か
ら
本
年
度
は
十
二

頁
に
増
や
せ
内
容
も
充
実
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
二
十
一
回
生
か
ら
三
十
回
生

の
皆
様
に
送
り
ま
す
。
数
年
ぶ
り
に
見
た

松
工
生
の
活
躍
は
い
か
が
で
し
た
か
。
頼

も
し
い
後
輩
が
育
っ
て
い
る
と
感
じ
て
頂

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
世
界
中
に
拡
大
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
。
今

日
本
は
新
た
に
変
異
し
た
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

に
よ
り
第
六
波
と
な
り
毎
日
数
万
人
の
新

規
感
染
者
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
す
。

感
染
防
止
の
た
め
に
学
校
で
も
行
事
・
部

活
動
に
制
限
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
多
く
の
資
格
検
定
を
取
得
し
進
路

内
定
を
得
た
事
は
大
変
素
晴
ら
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
統
合
に
よ
り
同
窓
会
会
報
の
発
行
は
次

が
最
後
に
な
り
ま
す
。
発
行
部
数
を
増
や

し
多
く
の
会
員
に
届
け
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
掲
載
希
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら

早
め
に
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

会
報
委
員
長
　
高
橋
　
薫

副
委
員
長
　
鈴
木
朝
裕

委
　
　員
　
大
内
正
人
　
高
橋
道
夫

　
　
　
　
　
石
川
清
徳
　
菅
野
健
太

　
　
　
　
　
鴫
原
望
美
　
斎
藤
美
奈

事
務
局
　
齋
藤
倫
紹
　
佐
々
木
英
雄
　




